
４
月
・７
日

（土
）
、
高
森
中
央
小
学
校
グ
ラ
ン
ド
で
消
防
団
操
法
大

会
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
各
分
団
は
日
頃
の
訓
練
成
果
を
見
事

に
見
せ
、
関
係
者
か
ら
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

郡
大
会
出
場
選
手
紹
介

小
型
ポ
ン
プ
の
部

第
５
分
団

指
揮
者
　
篠
田
　
善
和

１
番
員
　
桐
原
　
　
誠

２
番
員
　
後
藤
　
成
人

３
番
員
　
白
石
　
耕
次

訓練の成果を披露
消防団操法大会

432 1指
番 番 番 番 揮
員 員 員 員 者

ポ
ン
プ
車
の
部

第
１
分
団

阿 甲 伊 大 阿
南 斐 藤 村 南

』h 光 泉  浩 ―
▼  政 龍 靖 士 也

よガ
田上 博隆さん

●

高森・村山 25歳
●お仕事

4月 か ら玉名郡の横島

小学校で先生をしてい

ます。

●趣味

スポーツ。スポーツ観

戦。映画鑑賞。

●一番やりたいこと

夢 を持った子 どもたち

を育てたい。

●理想のタイプ

子どもが好きな人。

気を使わなくていい人。

高森町の人口の動き
世帯数/2,654戸 (-8)
男 :3,641人 (-30)/女 :3,973人 (-27)
総 数/7,614人 (-57)
(平成 16年 3月 31日 現在)

」L月
に入り役場にも3人の新職員が入りました。希望と

~¬

『 不安を抱えながらも一生懸命な姿を見ると、自分が採

用された時のことを思い出し、初心に返ることは大事なこと

だと改めて感じました。

今回 「高齢者介護の現場」を取材しました。今後ますます

進む高齢化社会に向け、私たちも普段から「互いに助け合う

心」を持つことが必要ではないでしょうか。そして地域全体

で 「安心して暮らせるまちづくり」を進めましょう。

高森町マスコット

‖o"537 平成16年 5月 5日 発行

発行/高森町役場 編集/企画財政課
〒869-1602熊 本県阿蘇郡高森町大字高森2168番地
TEL0967-62-111l FAX0967-62-1174
印刷/(株)熊本新生社印刷

願 己 電 〔][]古 紙配 ●´ 10(]・。rl紙を■Htて います

すべ り台遊びが大好きです。新

幹線に乗って楽しかったよ ll

父 緒方 健造さん

母    ゆきさん
(色見・中園)

2歳

ゆう

悠ちゃん

・》
・ヽ■
１

日
′

、‐　
　
方緒

1  編集後配 ‐‐―_一_=An editortt postsこ ript

森林資源保護 自然保護のため、本誌は再生紙を使用しています。
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心配ごと相談/芙
13:00・ ヽ́15:00

聾
菫．僣
橿

囀
．̈釜
星

，．

靖 ″ヽ
番 躍

I亀謬

万年青会/上
10:00～
友遊クラブ/芙
13:30～

6か月児,オロ談′/林
9:30～
3か月児健診/林
13:30～

1員
日、ノ

役場支払日

,霧紆
高森温泉館休館日
/温

心配ごと相談/朋
10:00～ 12:00
友遊クラブ/芙
13:30^v

心配ごと相談/基
10:00～ 12:00

22

√ゝ♂ヽ
ガ `≪
鯉 響

オールドカー hた
かもり//休

10:00～ 15:00

役場支払日 機能訓練あゆみ会

/温
13:30～

友遊クラブ/芙
13:30～

年金相談/林
10:00・ ヽ́15:00

29

心仁
膊 饒

1才 6か月児検診

/林 13:30～
献血/林
9:30～

友遊クラブ/芙
13:30～

^′
呵

0/ 1 「

由

0
阿蘇カルデラ
スーパーマラソン

大会

役場支払日 心配ごと相談/芙
13:00～ 15:00
よい歯の教室/林
13:30～

マタニティ料理教
室/白 11:00～

■ ■■・

万年青会/上
10:00ヽ

友遊クラブ/美
13:30^V

12

T akamori alendar たかもリカレンダー  ■5月 9日 ～6月 12日

礼田隠覇聞

実
上
林

〈
ム
△
［

館
集
総

蓉
町
業

芙
上
林

所

朋
基
休

朋
基
休

遊館     温 高森温泉館
幹集落センター 自 白水保健センター
暇村南阿蘇センター

●

●

おくヤみもうにあげ
｀
ます ありうゞ

｀
どうひぎヽ まヽした(敬称略)

2004年 3月 受付分 (敬称略)

■町社会福祉協議会ヘ

<香典返し>矢津田好子  幸野

楢木野菊夫  佐伯

牛嶋 光子  吉良

<一般寄付>阿南サツ子

高森保育園保護者会

■町体育協会基金ヘ

<香典返し>吉良 嘉人

■広報送料寄付

田上 顕雄 (熊本市花園)

白石 君子 (奈 良県奈良市)

山口己和子 (山梨県甲府市)

島田 信行 (岐阜県可児市)

[住 所]

高 森・ 冬 野

永野原 。幸子

草 部・ 灰 原

[死亡者]

岩下 政志

矢津田 昇

幸野ユキヱ

[年齢]

83

68

94

[御遺族]

岩 下  石 男

矢 津 田 好 子

幸 野  敏 文

敏文

隆昌

嘉人

お詫びと訂正

広報たかもり4月 号の『手をつなごう会』の中で、

平盛恵美子さんと記載 しましたが、平盛美恵子さん
の誤りでした。お詫びして訂正します。

23 TAKAMORI TOWN-200405
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す

「風
鎮
総
踊
り
」
の
中
で
、
「山
引
音
頭
」

の
振
付
を
今
年
か
ら
変
更
し
、
よ
り

一
層

祭
り
を
盛
り
上
げ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

「山
引
音
頭
」
を
新
し
く
振
付
し
た
い
方
、

興
味
の
あ
る
方
は
ど
な
た
で
も
結
構
で
す

の
で
、
ど
し
ど
し
ご
応
募
く
だ
さ
い
。
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

○
締
切
日
　
５
月
３１
日

（月
）

輻
お
問
い
合
わ
せ
先

風
鎮
祭
実
行
委
員
会
第
２
部
会

会
長
　
岩
下
昭
久

ＴＥＬ
６
２
‐１
１
１
１

（内
線
１
７
０
）

色
見
生
涯
学
習
セ
ン
タ
１
　
１９
時
集
合

１１
月
２１
日

（日
）

高
森
中
央
小
学
校
　
９
時
３０
分
集
合

１２
月
１２
日

（日
）

高
森
中
央
小
学
校
　
９
時
３０
分
集
合

平
成
１７
年
１
月
１６
日

（日
）

高
森
中
央
小
学
校
　
９
時
３０
分
集
合

平
成
１７
年
２
月
１３
日

（日
）

高
森
中
央
小
学
校
　
９
時
３０
分
集
合

祠
お
問
い
合
わ
せ
先

野
尻
和
美
　
ＴＥＬ
６
２
‐１
０
１
６

中
村
静
子
　
ＴＥＬ
６
２
‐０
１
７
３

午
後
２
時
～
午
後
４
時

高
森
中
央
小
学
校
体
育
館

毎
週
水
曜
日

午
前
１０
時
～
正
午

色
見
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

※
学
校
の
行
事
等
に
よ
り
変
更
に
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

○
準
備
す
る
も
の

５０
円

（１
人
１
回
）
、
体
育
館
シ
ュ
ー
ズ

●
お
問
い
合
わ
せ
先

今
村
博
文

・
楢
木
野
泰
志

・
島
田
信
子

・

住
吉
美
智
子

・
寺
崎
理
恵

・
宇
藤
麗
子

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
か
ら

町
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
で
は
、
平
成
１６

年
度
の
登
録
チ
ー
ム
を
募
集
し
ま
す
。

○
参
加
資
格

高
森
町
内
に
住
所
を
有
す
る
職
場
や
地

域
で
の
チ
ー
ム
等

○
登
録
料

チ
ー
ム
登
録
料
…
５
、
０
０
０
円

個

人

登

録

料
…
人
数
×
１
、
０
０
０
円

ス
ポ
ー
ツ
保
険
料
…
人
数
×
１
、
５
０
０
円

（加
入
者
は
不
要
）

※
登
録
料
は
、
年
４
回
開
催
予
定
の
大
会

運
営
費
に
充
て
ら
れ
ま
す
。

○
登
録
受
付
　
５
月
２８
日

（金
）
ま
で

躙
お
問
い
合
わ
せ
先

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
事
務
局

（役
場
内
）

ＴＥＬ

６

２

１
１

１

１

１（石
田
昌
司

・
芹
口
孝
直
）

高
森
町
ミ
ニ
バ
レ
ー
協
会
か
ら

高
森
町
ミ
ニ
バ
レ
ー
協
会
で
は
、
左
記
の

と
お
り
年
間
活
動
計
画
を
立
て
ま
し
た
。
た

く
さ
ん
の
方
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。な

お
、
会
場
等
の
都
合
な
ど
で
予
定
変
更

に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

５
月
１４
日

（金
）

高
森
中
央
小
学
校
　
１９
時
集
合

６
月
１８
日

（金
）

高
森
中
央
小
学
校
　
１９
時
集
合

７
月
２５
日

（日
）

高
森
中
央
小
学
校
　
９
時
３０
分
集
合

８
月
２２
日

（日
）

高
森
中
央
小
学
校
　
１８
時
集
合

９
月
２６
日

（日
）

高
森
中
央
小
学
校
　
９
時
３０
分
集
合

１。
月
１９
日

（火
）

ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
バ
レ
ー
を
し
ま

せ
ん
か
？

ビ
ー
チ
ボ
ー
ル

（夏
に
海
で
使
う
よ
う

な
ビ
ニ
ー
ル
ボ
ー
ル
）
を
使
う

た
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
を
し
て
い
ま
す
。　
一
緒
に
楽
し
く

運
動
し
ま
せ
ん
か
。
直
接
、
体
育
館
ま
で

お
越
し
く
だ
さ
い
。

な
お
、
年
齢
、
性
別
は
問
い
ま
せ
ん
。

た
だ
し
、
子
ど
も
の
み
の
参
加
は
ご
遠
慮

く
だ
さ
い
。

○
日
時

・
場
所

毎
週
土
曜
日
及
び
第
２
・
４
日
曜
日

昔一同時刹̈
鶴鋤ヽ以』商畔・斡薮脚̈
『稀猟

２
倍
に
な
っ
て
い
ま
す
。

一
方
で
、　
一
世
帯
あ
た
り
の
人
員
は
年
々
減
り

続
け
、
現
在
２
・
８
人
と
と
て
も

「多
い
」
数
字

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
核
家
族
化
の
進
展
等

も
あ
り
、
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
や
高
齢
者
の
み

の
世
帯
が
増
加
し
て
い
る
状
況
で
す
。

●

生
き
る
気
持
ち
を

支
え
る
た
め
に
…

多
く
の
人
が
、
将
来
自
分
が
病
気
等
で
身
体
が

不
自
由
に
な
る
こ
と
に
、
ま
た
痴
呆
な
ど
で

介
護
が
必
要
に
な
る
こ
と
に
不
安
を
持
っ
て
い
ま
す
。

そ
う
し
た
中
、
生
き
る
気
持
ち
を
支
え
、
人
生

を
楽
し
く
過
ご
せ
る
よ
う
日
々
の
生
活
を
補
助
す

る

「高
齢
者
介
護
」
が
重
視
さ
れ
て
い
ま
す
。　
一

昔
前
は
高
齢
者
介
護
と
い
う
と
、
な
ん
と
な
く
暗

い
部
分
を
感
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
が
、
今
は

介
護
す
る
側
も
さ
れ
る
側
も
、
特
に
意
識
す
る
こ

と
な
く
普
通
に
対
応
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

」
ヽ
Ｆ
Ｉ
ム
ヘ
ル
プ
な
ど
の
在
宅
サ
ー
ビ
ス
に
し

】′

て
も
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
や
シ
ョ
ー
ト
ス
テ

イ
な
ど
の
通
所
サ
ー
ビ
ス
に
し
て
も
、
な
ん
ら
か

の
高
齢
者
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
は
、
も

は
や

「当
た
り
前
」
の
時
代
に
な
っ
て
い
ま
す
。

●

●ヽ ●

診療は午前9時から午後5時まで

渡 辺 内 科

後 藤 医 院

立 野 病 院

藤 本 医 院

平 田 医 院

馬 原 内科 医院

中 村 医 院

TEL 67-1777

TE1 67-0019

TEL 68-0111

T肌 67-0020

T肌 62-0216

TEL 62-0646

TEL 67-2333

◎5月のテーマ
月曜日
うおの目
火曜日
甲状腺機能低
水曜日
妊娠と痔

不

賽

鰺

5月 16日

5月 23日

5月 30日

6月 6日

6月 13日

6月 20日

6月 27日

下症

虔木曜日
中学生の矯正治療

鼈金曜日
ものもらい (ロ イボ)

M土曜日 0日曜日
性教育シリーズ②

健康 問題 を

24時間 .

日審 わ りて

およりし求す

▲

百
襲
ユ

賞露 躍誨
◎拶鯰

22
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す
。
お
電
話
で
の
相
談
を
承

っ
て
お
り
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

魃
お
問
い
合
わ
せ
先

住
宅
金
融
公
庫
南
九
州
支
店

ＴＥＬ

０

９

６

‐
３

８

７

‐
２

０

０

０

（平
日
及
び
第
１

・
第
３
日
曜
日
　
午
前

９
時
～
午
後
５
時
）

２
０
０
４
年
く
ま
も
と
陶
磁
器
展

６
月
４
日
（金
）
～
６
日
（日
）
の
３
日
間

上
益
城
郡
益
城
町
に
あ
る
熊
本
産
業
展
示

場
「グ
ラ
ン
メ
ッ
セ
熊
本
」
で
、
「２
０
０
４

年
く
ま
も
と
陶
磁
器
展
」
が
開
催
さ
れ
ま

す
。第

５
回
を
迎
え
た
今
回
は
、
県
内
か
ら
８４

の
窯
元
が
出
展
し
ま
す
。

和
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
テ
ー
ブ

ル

コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
や
毎
回
好
評
の
器
を
楽
し
む

飲
食
コ
ー
ナ
ー
、
創
作
花
器
を
テ
ー
マ
と
し

た
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
ペ
な
ど
、
今
年
も
楽
し
い

企
画
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。

県
下
最
大
の
や
き
も
の
の
祭
典
「く
ま
も

と
陶
磁
器
展
」
で
、
お
気
に
入
り
を
見
つ
け

ま
せ
ん
か
。

な
お
、
本
町
か
ら
次
の
窯
元
さ
ん
が
出
展

さ
れ
ま
す
の
で
、
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

工
房

薫
野
倶
楽
部
　
能
美
周
治
さ
ん

隋
お
問
い
合
わ
せ
先

グ
ラ
ン
メ
ッ
セ
熊
本

ＴＥＬ

０

９

６

‐
２

８

６

‐
８

０

０

０

電′

て「
の

「当
た
り
前
」
の
サ
ー
ビ
ス
を
支
え
る

人
た
ち
を
追
い
か
け
ま
し
た
が
、
そ
の
誰

も
が

「当
た
り
前
の
こ
と
を
、
ご
く
自
然
に
」
行

っ

て
い
ま
し
た
。　
一
緒
に
働
く
仲
間
と
の
何
気
な
い

会
話
を
交
わ
し
な
が
ら
、
ま
た
、
時
に
は
大
き
な

笑
い
声
を
あ
げ
な
が
ら
。
そ
れ
で
い
て
、
ま
っ
た

く
無
駄
の
な
い
、
ま
た
、
注
意
す
べ
き
と
こ
ろ
は

慎
重
に
、
実
に
メ
リ
ハ
リ
の
あ
る
作
業
を
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

「本
Ｌ
平
Ｊ
別
な

こ
と
は
し
て
い
な
い
。
高
齢
者
介
護

ョ「劇
口、

止
Ｅ
■
の
現
場
は
、
た
く
さ
ん
の

「助
け
合
う
」
心

で
成
り
立

っ
て
い
ま
し
た
。

●

業
統
計

基
本
調
査

６
月
１
日
現
在
で
、
事
業
所

。
企
業
統

計
調
査
、
商
業
統
計
調
査
及
び
サ
ー
ビ
ス

業
基
本
調
査
の
３
つ
の
調
査
が
全
国

一
斉

に
同
時
実
施
さ
れ
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
総
務
省
と
経
済
産
業
省

が
実
施
す
る
も
の
で
、
３
つ
の
調
査
が
１

枚
の
調
査
票
で
行
わ
れ
ま
す
。
調
査
の
対

象
は
、
全
国
す
べ
て
の
民
営
の
事
業
所
で

す
。
調
査
の
結
果
は
地
域
開
発
計
画
や
都

市
計
画
な
ど
の
基
礎
資
料
や
、
国
や
都
道

府
県

・
市
町
村
に
お
け
る
商
業
の
育
成
、

サ
ー
ビ
ス
産
業
の
振
興
等
に
係
る
諸
施
策

の
企
画

・
立
案
の
基
礎
資
料
に
な
り
ま
す
。

５
月
下
旬
に
調
査
員
が
調
査
票
の
記
入
の

お
願
い
に
各
事
業
所
を
訪
問
い
た
し
ま
す

の
で
、
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

高
森
高
校
図
書
館
の
地
域
開
放

高
森
高
校
で
は
、
地
域
の
方
々
に
図
書

館
を
開
放
し
て
い
ま
す
。
貸
出
も
で
き
ま
す

の
で
、
お
気
軽
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

○
開
館
日

月
曜
日
～
金
曜
日

（祝
祭
日
を
除
く
）

※
学
校
行
事
な
ど
の
関
係
上
、
閉
館
す
る

場
合
も
あ
り
ま
す
。

※
夏
期

・
冬
期
休
暇
中
の
開
館
日
に
つ
い

て
は
、
生
徒

へ
配
布
す
る
行
事
予
定
表

当
に
手
際
が
良
く
て
助
か
っ
て
い
ま
す
ｃ

『
こ
れ
を
や
っ
て
欲
し
い
』
な
ん
て
言
わ

な
く
て
も
、　
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
が
な
ん
で
も
わ
か
っ

て
い
る
の
で
」
。
利
用
者
は
感
謝
し
ま
す
。

「利
用
者
の
笑
顔
や
感
謝
に
触
れ
た
と
き
の
感

激
は
大
き
い
で
す
か
ら
、
と
て
も
や
り
が
い
の
あ

る
仕
事
で
す
」
。

ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
が
話
さ
れ
ま
し

た
。

●

●●

や
図
書
館
前
の
掲
示
板
に
て
お
知
ら
せ

し
ま
す
。
都
合
に
よ
り
、
予
定
外
に
閉

館
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
来
館

さ
れ
る
前
に
電
話
等
に
て
ご
確
認
く
だ

さ

い
。

○
開
館
時
間
　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

○
貸
出
期
間

・
冊
数

２
週
間
以
内
で
、
１
人
５
冊
ま
で

（雑

誌
は
貸
出
不
可
）

○
そ
の
他

０
保
険
証
や
免
許
証
な
ど
身
分
を
証
明
す

る
も
の
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

②
電
話
に
よ
る
本
に
つ
い
て
の
お
問
い
合

わ
せ

（本
の
有
無
や
相
談
、
リ
ク
エ
ス

ト
）
に
は
詳
細
を
お
伝
え
で
き
な
い
た

め
、
回
答
し
て
い
ま
せ
ん
。
本
の
紹
介

な
ど
も
し
て
い
ま
す
の
で
、
来
館
さ
れ

て
遠
慮
な
く
ご
質
問
く
だ
さ
い
。

は
お
問
い
合
わ
せ
先

熊
本
県
立
高
森
高
等
学
校
図
書
館

ＴＥＬ
６
２
‐０
１
８
５
　
（舛
田
）

９
月
１８
日

（土
）
と
・９
日

（日
）
の
両
日
、

阿
蘇
郡
に
お
い
て
熊
本
県
民
体
育
祭
が
開

催
さ
れ
ま
す
。

本
町
で
は
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
男
子
と
テ

ニ
ス
男
子

・
女
子
が
行
わ
れ
、
当
日
は
約

５
０
０
名
の
選
手
、
役
員
が
来
町
さ
れ
ま
す
。

皆
さ
ん
の
ご
声
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

○
会
　
場

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
男
子

山
村
広
場
／
高
森
高
校
野
球
場
／
高

森
中
学
校
グ
ラ
ン
ド

テ
ニ
ス
男
子

。
女
子

町
民
体
育
館
／
休
暇
村
南
阿
蘇
テ
ニ

ス

コ
ー

ト

Ｍ
お
問
い
合
わ
せ
先

第
５９
回
熊
本
県
民
体
育
祭
阿
蘇
郡
実
行

委
員
会
事
務
局

ＴＥＬ

０

９

６

７

‐
２

２

‐
３

８

０

５

愛

の
献
血

移
動
献
血
車
が
や

っ
て
き
ま
す
。
あ
な

た
の
善
意
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

〇
日
　
時
　
６
月
２
日

（水
）

９
時
３０
分
～
１１
時
３０
分

１２
時
３０
分
～
１６
時

○
場
　
所
　
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー

風振
付
募
集

例
年
８
月
１７
日
～
１８
日
に
開
催
さ
れ
ま

す
風
鎮
祭
の

一
環
と
し
て
実
施
し
て
い
ま
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全
国

一
斉

「
人
権
擁
護
委
員

日
」
特
設
相
談
所
開
設

の

６
月
１
日
は

「人
権
擁
護
委
員
の
日
」

で
す
。
こ
の
日
は
人
権
擁
護
委
員
法
が
施

行
さ
れ
た
日
で
あ
り
、
委
員
の
自
己
研
鑽

と
人
権
擁
護
委
員
制
度
の
周
知
徹
底
及
び

人
権
思
想
の
普
及
高
揚
を
目
的
と
し
て
、

全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
が
制
定
し
ま

し
た
。
こ
の
日
を
中
心
に
、
全
国
で
さ
ま

ざ
ま
な
啓
発
行
事
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、

そ
の

一
環
と
し
て
６
月
１
日
に
阿
蘇
地
域

３
カ
所
に
お
い
て
特
設
人
権
相
談
所
を
開

設
い
た
し
ま
す
。

○
日
　
時
　
６
月
１
日

（火
）

午
前
１０
時
～
午
後
３
時

○
場
　
所
　
芙
蓉
館
２
階
会
議
室

○
担
当
者
　
人
権
擁
護
委
員
６
名

（高
森
町
、
蘇
陽
町
、
長
陽
村
、

久
木
野
村
、
白
水
村
、
西
原
村
）

※
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

※
同
日
、
北
部
に
つ
い
て
は
小
国
町
隣
保

館

（パ
ラ
ソ
ル
セ
ン
タ
ー
）
で
、
中
部

地
区
に
つ
い
て
は

一
の
官
町
保
健
セ
ン

タ
１
２
階
で
、
そ
れ
ぞ
れ
特
設
相
談
所

を
開
設
し
て
い
ま
す
。

行
政
相
談
所
が
開
設
さ
れ
、
行
政
に
対

す
る
苦
情
や
相
談
に
公
正
な
第
二
者
の
立

場
か
ら
広
く
皆
さ
ん
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
堅
く
守
ら
れ

ま
す
。

○
日
　
時
　
５
月
２０
日

（木
）

午
後
１
時
～
午
後
４
時

○
場
　
所
　
芙
蓉
館
相
談
室

○
相
談
員
　
本
田
幸
則
さ
ん

◎
行
政
相
談
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク

国
民
に
親
し
み
を
も

っ
て
行
政
相
談

を
利
用
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、
行
政
相

談
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
を
作
成
し
ま
し
た
。

向
か
い
合
う
２
つ
の
顔
が

「行
政
相

談
」
の
親
し
み
や
す
さ
を
表
現
し
、
ま

た
、
２
つ
の
顔
が
１
つ
の
笑
顔
に
見
え

る
こ
と
で
相
談
ご
と
が
解
決
し
た
喜
び

を
表
現
し
て
い
ま
す
。

◎
行
政
相
談
受
付
電
話
番
号

（行
政
苦
情

１
１
０
番
）
の
全
国
同

一
化

行
政
苦
情
１
１
０
番
は
、
こ
れ
ま
で

都
道
府
県
ご
と
に
異
な

っ
て
い
ま
し
た

が
、
４
月
か
ら
は
、
全
国
ど
こ
か
ら
で

も
同

一
の
電
話
番
号
で
か
け
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
番
号
は
同

一
で
も
、

ご
相
談
を
お
受
け
す
る
の
は
、

こ
れ
ま

で
ど
お
り
最
寄
り
の
管
区
行
政
評
価
局

・

行
政
評
価
事
務
所
で
す
。

（熊
本
県
内
か

ら
お
か
け

の
場
合
は
、
熊
本
行
政
評
価

事
務
所
で
お
受
け
し
ま
す
）

国
の
仕
事
や
そ
の
手
続
き
、
サ
ー
ビ

ス
に
つ
い
て
、

「苦
情
や
困

っ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
」

「制
度
や
仕
組
み
が
分
か
ら
な
い
」

「
相
談
し
て
み
た
が
、
説
明
に
納
得
が

い
か
な
い
」

「ど
こ
に
相
談
し
た
ら
よ
い
か
分
か
ら
な

い
」

な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

Ｍ
行
政
苦
情
１
１
０
番

ＴＥＬ

０

５

７

０

１
０

９

０

１

１

０

ピ

ュ
ー
タ
等
の
各
種
電
子
機
器

へ
の
障
害

が
発
生
し
、
私
た
ち
の
生
活
を
お
び
や
か

し
て
い
ま
す
。

不
法
無
線
局
を
開
設
し
た
り
運
用
し

た
り
す
る
と
、

１
年
以
下

の
懲
役
又
は

１
０
０
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
せ
ら
れ
ま

す
。電

波
を
効
率
よ
く
、
誰
も
が
安
心
し
て

利
用
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
、　
一
人
ひ

と
り
が
ル
ー
ル

（電
波
法
）
を
守

っ
て
ク

リ
ー
ン
な
電
波
環
境
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

は
お
問
い
合
わ
せ
先
　
九
州
総
合
通
信
局

す
諄
ｐ
＼
＼
妥
妥
Ｅ
・犀
）計・∞
〇
・』０
＼

○
不
法
無
線
局
、
混
信

・
妨
害

ＴＥＬ

０

９

６

‐

３

６

８

１

８

６

５

４

０
受
信
障
害

（テ
レ
ビ

。
ラ
ジ
オ
）

ＴＥＬ

０

９

６

‐

３

２

６

１

７

８

７

３

０
電
波
利
用
料

■
０
９
６
‐
３
２
６
‐
７
８
４
３

０
そ
の
他
行
政
相
談

ＴＥＬ

０

９

６

‐
３

２

６

‐
７

８

１

９

行

政

相

談

◎
行
政
相
談
所

５
月
‐７
日
か
ら
５
月
２３
日
ま
で
は

「春

の
行
政
相
談
週
間
」
で
す
。

●

●

介
護
保
険
を
利
用
す
る
に
は

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
ま
で
の
手
順

申 請

審査判定

調 査

●

○
介
護
が
必
要
と
な

っ
た

ら
、
ま
ず
、
要
介
護
認
定

の

申
請
が
必
要
で
す
。

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
す
る
に
は
、
介
護
や
日
常

生
活
に
支
援
が
必
要
な
状
態

で
あ
る
こ
と
な
ど
に
つ
い
て

認
定

（要
介
護
認
定
）
を
受

け
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
要

介
護
認
定
を
受
け
る
た
め
に

は
役
場
保
健
福
祉
課
に
申
請

し
ま
す
。

○
介
護
が
必
要
な
状
態
か

調
査
し
ま
す
。

認
定
調
査

調
査
員
が
自
宅
等
を
訪
問
し
、

介
護
を
必
要
と
す
る
方
の
心
身

の
状
態
な
ど
を
調
査
し
ま
す
。

主
治
医
意
見
書

主
治
医
が
病
気
の
状
態
な
ど

を
ま
と
め
た
医
学
的
な
見
地
か

ら
の
意
見
書

○
ど

の
く
ら
い
の
介

護
が
必
要
か
審
査
し

ま
す
。

介
護
認
定
審
査
会

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
よ

る
判
定
結
果
や
主
治
医
の

意
見
書
な
ど
を
も
と
に
介

護
認
定
審
査
会
で

①
介
護
や
日
常
生
活
に
支

援
が
必
要
か
ど
う
か

②
ど
の
＜
ら
い
の
介
護
を

必
要
と
す
る
か

（要
介
護

度
）

が
決
め
ら
れ
ま
す
。

○
認
定
を
行
い
そ
の

結
果
を
通
知
し
ま
す
。

必
要
な
介
護
の
度
合
い

に
応
じ
て
下
の
よ
う
な
区

分
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

● ●

認 定

み
ん
な
で
守
ろ
う
。
電
波

の

レ

ト

レ

！

Ｉ

″
　

　

―
′

６
月
１
日
か
ら
１０
日
ま
で
は
電
波
利
用

保
護
旬
間
で
す
。

総
務
省
九
州
総
合
通
信
局
で
は
、
期
間

中
電
波
を
正
し
く
利
用
し
て
い
た
だ
く
た

め
の
広
報
活
動
及
び
不
法
無
線
局
の
取
締

り
を
強
化
し
て
い
ま
す
。

ル
ー
ル
を
守
ら
な
い
不
法
な
無
線
局
に

よ

っ
て
、
警
察

。
消
防

・
防
災
行
政
無
線

等
の
重
要
無
線
通
信
に
対
す
る
混
信

。
妨

害
を
は
じ
め
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
、

コ
ン

●

住
宅
金
融
公
庫
が
個
人
向
け
融

資
の
受
付
を
開
始
し
ま
し
た

う
ち

○
申
込
受
付
期
間

平
成
１６
年
４
月
２１
日

（水
）
か
ら

平
成
１７
年
３
月
３１
日

（木
）
ま
で

○
融
資

（基
準
）
金
利

２
・６
％

（平
成
１６
年
４
月
１
日
現
在
）

平
日
の
ご
相
談
に
加
え
、
毎
月
第
１

・

第
３
日
曜
日
に
相
談
会
を
実
施
し
て
い
ま

○
利
用
者
の
希
望
や
状
態
に

応
じ
た
サ
ー
ビ
ス
計
画
を
作

成
し
ま
す
。

介
護
支
援
専
門
員

（ケ
ア
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
）
に
相
談
す
る
と
自
分
の
希

望
や
心
り
の
状
態
、
家
族
の
状
況
に

あ

っ
た
総
合
的
な
介
護
サ
ー
ビ
ス
計

画

（ケ
ア
プ
ラ
ン
）
を
作
成
し
て
も

ら
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ケ
ア
プ
ラ

ン
の
作
成
は
義
務
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
作
成
し
な
い
場
合
は
、
サ
ー
ビ

ス
利
用
に
当
た

っ
て
、
い
っ
た
ん
費

用
の
金
額
を
支
払
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。

○
利
用
者
負
担
は
費
用
の

一

割
で
す

介
護
保
険
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す

る
際
に
は
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
機
関
に

費
用
の
１
割
を
支
払
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。
施
設
で
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

す
る
場
合
の
食
事
等
も
負
担
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

※
１
割
の
利
用
者
負
担
額
が
著
し

＜
高
額
に
な

っ
た
場
合
に
は
、
申

請
に
よ
り
町
か
ら
上
限
額
を
超
え

た
部
分
に
つ
い
て
支
給
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

サービス

計画の作成

サービス

の利用

行 政

本目言炎

・基本的な日常生活は送れるが、歩行、立ち上がりなどが不安定

で、入浴などに一部介助が必要
61,500円

・排泄、入浴、洗顔、つめ切り、衣服の着脱などに一部介助が必要
・立ち上がりが不安定

¬65,800円

194,800円
・排泄、入浴、洗顔、つめ切り、衣服の着脱などに一部介助また

は全介助が必要
・自分では歩けない

267,500円
排泄、入浴についての全介助のほか、洗顔、つめ切 り、衣服の

着脱などに全介助が必要

自分で立ち上が りや歩行ができない

・排泄、入浴、洗顔、つめ切り、衣服の着脱などのほか、 日常生

活について全面的な介助が必要
306,000円

358,300円・生活全般にわたって全面的な介助が必要
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囲 例

サ ー ビトス 支 給
限 度領・(月 額 )

要支援

要介護 1

要介護 2

要介護 3

要介護 4

要介護 5



豊
か
さ
と
ゆ
と
り
を
実
感
で
き
る
ま
ち
づ
く
り

平
成
１６
年
度
当
初
予
算
の
概
要

目
穫

―
―
■
‘

平
成
１６
年
度

熊
本
県
阿
蘇
地
域
振
興
局
税
務
課
で
は
、

次
の
と
お
り
電
話
加
入
権
の
公
売
を
実
施
し

ま
す
。
正
規
の
手
続
費
用
と
比
べ
る
と
、
安

価
で
購
入
で
き
、
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま

す
。
電
話
加
入
権
の
取
得
を
お
考
え
の
方
や
、

公
売
に
つ
い
て
お
知
り
に
な
り
た
い
方
は
、

お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

な
お
、
事
情
に
よ
り
公
売
を
中
止
す
る

場
合
も
あ
り
ま
す
。

○
公

売

日

平
成
１６
年
５
月
２０
日

（木
）

○
入
札
開
始

午
後
１
時
３０
分
か
ら

（で
き
る
だ
け
お
早
め
に
お
越
し
く
だ
さ

い
）

○
場
　
　
所

熊
本
県
阿
蘇
地
域
振
興
局

１
階
中
会
議
室

○
準
備
す
る
も
の

現
金

（３
万
円
以
内
）

印
か
ん

（個
人
の
場
合
、
認
印
で
可
）

筆
記
用
具

○
当
日
の
手
続
き

公
売
物
件
を
落
札
さ
れ
た
場
合
、
当
日

売
却
代
金
を
納
付
い
た
だ
き
、
売
却
決
定

通
知
書
を
お
渡
し
し
ま
す
。

諫
お
問
い
合
わ
せ
先

熊
本
県
阿
蘇
地
域
振
興
局
税
務
課

ＴＥＬ

０

９

６

７

‐
２

２

１
１

１

１

１
（内
線
３
２
２
）

熊
本
県
保
育
士
試
験

熊
本
県
で
は
、
保
育
士
の
資
格
取
得
の

た
め
の
試
験
を
次
に
よ
り
実
施
し
ま
す
。

○
試
験
日
程

筆
記
　
８
月
４
日

（水
）

８
月
５
日

（木
）

実
技
　
１０
月
・６
日

（土
）

○
受
験
申
込
受
付
期
間

６
月
３
日

（木
）
～
６
月
１６
日

（水
）

○
受
験
申
込
用
紙
の
主
な
配
付
場
所

県
庁
新
館
１
階
情
報
プ
ラ
ザ

各
地
域
振
興
局
福
祉
課

役
場
保
健
福
祉
課

鰤
お
問
い
合
わ
せ
先

熊
本
県
子
ど
も
家
庭
福
祉
課

ＴＥＬ

０

９

６

１
３

８

３

‐
１

１

１

１

（内
線
７
１
２
５
）

平
成
１６
年
度

調
理
師
試
験
の
実
施

○
試

験

日
　
８
月
‐６
日

（月
）

○
会
　
　
場
　
熊
本
県
立
大
学

○
受
験
資
格

中
学
校
卒
業
程
度
で
、
飲
食
店
や
給
食

施
設
等
で
２
年
以
上
の
調
理
実
務
経
験

３
月
定

例
議
会

に
お

い
て
、

平
成

１６
年
度

予
算
案

が

可
決

さ
れ
、
　
一
般
会
計
総
額

は

４３

億
６
、
６
０
０
万
円
、
対
前
年
度
比
２
・
０
％
減
と

な

っ
て
い
ま
す
。

長
引
く
景
気
低
迷
に
よ
る
厳
し
い
財
政
事
情
の

中
、
「
豊
か
さ
と
ゆ
と
り
を
実
感
で
き
る
ま
ち
づ

く
り
」
を
目
指
し
、
効
率
的
な
予
算
執
行
を
推
進

し
ま
す
。

か
ら
のお

知

ら
せ

●

の
あ
る
方

○
願
書
受
付

６
月
７
日

（月
）
～
６
月
Ｈ
日

（金
）

○
願
書
配
付

各
保
健
所

県
庁
健
康
づ
く
り
推
進
課
等

○
提

出

先

熊
本
市
外
の
県
内
居
住
者
↓
県
保
健
所

熊
本
市
居
住
者
↓
熊
本
市
保
健
所

は
お
問
い
合
わ
せ
先

最
寄
り
の
保
健
所
又
は

熊
本
県
健
康
づ
く
り
推
進
課

ＴＥＬ

０

９

６

‐
３

８

３

‐
１

１

１

１

（内
線
７
０
７
４
・
７
０
７
５
）

自

動

車

税

◎
自
動
車
税
の
納
付
は
５
月
末
ま
で
に

自
動
車
税
の
納
税
通
知
書
を
５
月
初
め

に
お
送
り
し
て
い
ま
す
。
納
期
限
の
５
月

３１
日

（月
）
ま
で
に
、
最
寄
り
の
金
融
機
関

や
各
地
域
振
興
局
税
務
課
、
熊
本
県
税
事

務
所
、
自
動
車
税
事
務
所
で
納
め
て
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

◎
環
境

へ
の
配
慮
か
ら
自
動
車
税
が
増
減

さ
れ
ま
す
。

環
境

へ
の
配
慮
か
ら
、
排
気
ガ

ス
や

燃
費
性
能
が
優
れ
た
環
境
負
荷
の
小
さ
い

自
動
車

（新
車
）
は
自
動
車
税
が
軽
減
さ

れ
、　
一
定
年
数
を
経
過
し
た
環
境
負
荷
の

大
き
い
自
動
車
は
自
動
車
税
が
加
算
さ
れ

ま
す
ｃ

●

※
平
成
１６
年
度
に
自
動
車
税
が
加
算

（約

１０
％
）
さ
れ
る
自
動
車

。
デ
ィ
ー
ゼ
ル
車

平
成
５
年
３
月
３１
日
以
前
に
新
車
新
規
登

録
さ
れ
た
自
動
車

・
ガ
ソ
リ
ン
車
、
Ｌ
Ｐ
Ｇ
車

平
成
３
年
３
月
３１
日
以
前
に
新
車
新
規

登
録
さ
れ
た
自
動
車

鰈
お
問
い
合
わ
せ
先

熊
本
県
阿
蘇
地
域
振
興
局
税
務
課

■
０
９
６
７
‐２
２
‐１
１
１
１

（内
線
３
２
５
）

自
動
車
税
・

自
動
車
取
得
税
の
減
免

身
体
障
害
者
等
が
所
有
さ
れ
て
い
る
自

動
車
に

つ
い
て
は
、
そ
の
障
害
の
程
度
、

使
用
の
目
的
等
に
よ

っ
て
、
自
動
車
税

・

自
動
車
取
得
税
が
減
免
さ
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

減
免
の
申
請
に
は
期
限
が
あ
り
、
４
月

１
日
現
在
で
自
動
車
を
お
持
ち
の
方
は
６

月
３０
日
が
申
請
期
限
で
す
。

ま
た
、
４
月
１
日
以
降
に
自
動
車
を
登

録
さ
れ
た
方
は
、
登
録
さ
れ
た
日
の
翌
日

か
ら
３０
日
以
内
が
申
請
期
限
と
な

っ
て
い

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

鰈
お
問
い
合
わ
せ
先

熊
本
県
阿
蘇
地
域
振
興
局
税
務
課

ＴＥＬ

０

９

６

７

‐
２

２

１
１

１

１

１
（内
線
３
２
４
）

電
話
加
入
権‐
の
公
売

4,453,727

73

15,251

827,257

単位 :千 円

地方特例交付金
12,000千 円 (03%)

36,284

自動車取得税交付金
29,000千円 (07%)

66,000

849

15,036

863,541

155,148

※前年度予算は骨格予算のため、第 1号補正後の数値

平鐵16年度…般会計

43億6,500万円

―●

●

財産収入
11,795千円 (0.3%)

65,000千 円

繰越金
70,000千 円

分担金及び負担金
32,539千 円 (0.7%)

(1.5%)

(1.6%)
ゴルフ場利用税交付金
7,800千 円 (02%)

諸収入

(02%)

6,030千円 (01%)
子・配当・株式割付交付金

5,730千円 (01%)

1,500千 円 (00%)

地方譲与税
100,200千円 (2.3%)

使用料及び手数料
198,685千円 (4.5%)

県支出金
231,148千 円 (5.3%)

国庫支出金

歳入面では、町税、使用料、手

数料等の自主財源の確保並びに

町債及び基金の有効活用に心が

け、 歳出面では、補助金・助成

金、研修旅費、食糧費、既存事

業について従来にも増して徹底

した見直 しを行いました。中で

も町総合計画に基づいた主要な

施策、少子 。高齢化対策等 「限

られた財源の中での事業量確保」

を行い、重点的・効率的な配分

を行い、質的にも充実 した予算

となるよう編成しました。 蜻尚狩

歳 入
4,366,000千 円

(100%)

町債
658,9001■ Fl

(151%)

地方交付税
1,824,000二 F円
(41.8%)

243,092千 円 (56%)

, TAKAMORI TOWN-2004.05

‐◎お知らせのべ‐ジ

(△ 2.0%)

(1,063.0%)

(△ 1.4%)

(4.4%)

(25.4%)

(0.7%)

(15.9%)

麟

会 計 別 本年度予算 前年度予算 増    減

般  会■‐計

鉄道経 1営 対策事業
基金特別会計 ・・

農 業用‐水 供給 事1業 |

1寺 別1会,計■|― |■||||

回良健康保険特別会計

簡易水道事業特別会計

孝人保健1特 別会計

介護保険特別会計

騰 ;革1島

(8.4%).

町税
島神

“

10千 円
■

'1.3%)

6



する資金

町債の元

。財政調整基

大きな事業を

り巻く経済情

(単位 :千円 )

タム

た
|

L」L.

力・ )‐ 7‐
与‐

′メンrⅢ
Ⅲ′ ■`・

J“らい、 ヽ

銃:｀

に

金

商工費

衛生費
235,365千 円 (54%)

「舞
の
は
る
」
。
そ
の
言
葉
に
、

土
地
の
人
々
は
、
ひ
と
き
は
愛
着

を
も

っ
て
、

あ

る
と
き

そ

れ

誇
ら
し
げ
に
も
聞
ソ

い
の
は
る

。
舞
の
原
」
は
、

平
キ
ャ
ン
プ
場
あ
た
り
を
指
し
て

い
る
の
か
と
お
も
わ
れ
ま
す
が
、

概
ね
、
前
原
地
区
を
総
じ
て

「ま

い
の
は
る
」
と
表
現
し
ま
す
。

じ
つ
に
、

４０
数
年
ぶ
り
に
、
こ

の
地
区
に
伝
わ
る
獅
子
舞
が
復
活

し
ま
し
た
。
青
く
澄
み
渡

っ
た
根

子
岳
を
背
に
、
自
地
に
赤
の
た
す

き
。
勢
子
達
の
い
で
た
ち
は
、
原

日
本
人
の
美
意
識
と
、
色
彩
感
覚

を
彿
彿
さ
せ
る
に
あ
ま
り
あ
る
風

景
で
し
た
。
美

へ
の
原
風
景
は
、

私
達

の
心
の
琴
線
を
揺
り
動
か

し
、
素
朴
な
そ
の
動
作
の
舞
に
、

前
原
仁
田
神
社
獅
子
舞
を
懐
か
し

い
と
思
わ
し
め
る
、
忘
れ
か
け
た

心
の
風
景
を
、
み
る
こ
と
が
出
来

ま
す
。

前
原
の
地
名
は
、
全
国
の
、
多

く
の
地
区
で
見
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
同
族
的
繋
が
り
と
し
て
村

平成 16年度の主要な事業
。中心市街地活性化拠点施設整備事業

・………………・………3,000万 円
(町債)の状況

積立金の状況
(前年度末現在高)

下表のとおりです

■ｒ

ヒ

ヒ

２
笞
４

ヽ
一
ノ

イ
レ
ン

落
が
形
成
さ
れ
る
な
か
で
、
そ
の

同
族
的
村
落
の
地
理
的
中
心
位
置

が
、
「中
原
」
で
あ
り
、
「原
」
と

は
、
人
々
の
居
住
空
間
と
し
て
、

の
原
の
前
に
、
地
形
的
あ
る
い

は
、
自
然
現
象
的
表
現
を
用
い
て

き
ま
し
た
。

地
名
は
、
私
達
の
生
い
立
ち
に

深
く
関
わ

っ
て
き
ま
し
た
。
「日

の
尾
峠
」
を
越
え
て
、
阿
蘇
家
の

人
々
は
、
洗
川

・
妙
見
社
水
源

ヘ

向
か
い
ま
し
た
。
南
北
阿
蘇
を
結

ぶ

「日
の
尾
峠
」
は
、
か
つ
て
は

重
要
な
峠
で
あ
り
ま
し
た
。
国
鉄

高
森
線
が
開
通
す
る
ま
で
は
、

一

の
宮
町
に
あ
る
郡
役
所
を
往
来
す

る
人
々
で
、
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
峠
に
は
、
阿
蘇
の
大
噴
火
を

避
け
て
、
住
居
を
移
動
し
た
人
達

の
小
集
落
が
、
明
治
期
ま
で
あ
り

ま
し
た
。

千
数
百
年
の
命
脈
を
ほ
こ
る
阿

蘇
家
は
、
世
襲
で
あ
り
ま
す
。
大

宮
司

へ
の
継
承
儀
式
に
、
「衣
そ

そ
ぎ
の
神
事
」
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
神
事
は
、
上
色
見
洗
川
の
、
妙

●ト

見
社
水
源
で
、
執
り
行
わ
れ
て
き

ま
し
た
。

阿
蘇
家
と
大
宮
司
。
千
数
百
年

の
時
空
を
こ
え
て
、
今
も
尚
絶
え

る
こ
と
な
き
神
事
。
洗
川
へ
向
か

う
阿
蘇
家
の
人
々
を
、
「舞
の
は

る
」
で
、
獅
子
を
舞
い
迎
え
ま
し

た
。
壮
大
な
古
代
絵
巻
に
み
る
宴

は
、
夜
を
徹
し
て
繰
り
広
げ
ら
れ

た
こ
と
で
し
ょ
う
。

前
原
仁

田
神
社

獅

子
舞

に

は
、　
一
の
宮
町

。
阿
蘇
町
に
継

承
さ
れ
て
い
る

「虎
舞
」
「牛
舞
」

の
特
徴
を
多
く
見
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
又
、
上
色
見
熊
野
座
神
社

御
輿
唄
は
、
阿
蘇
家
の
農
耕
祭
事

に
於
け
る
御
輿
唄
と
、
共
通
す
る

も
の
が
あ
り
ま
す
。

色
見
地
区
は
、
阿
蘇
家
に
於
け

る
大
宮
司
継
承
儀
式
、
「衣
そ
そ

ぎ
の
神
事
」
と
、
深
く
関
わ
っ
て

き
ま
し
た
。
今
も
残
る
字
名
と
し

て

「色
見
」
「洗
川
」
「掛
干
」
「迎

原
」
他
等
は
、
大
宮
司
就
任
衣
装

の
、
染
色
工
程
を
表
現
し
た
も
の

で
あ
り
ま
す
。

獅
子
舞
と
は

「ラ
イ
オ
ン
ダ
ン

ス
」
で
あ
り
ま
す
。
私
達
日
本
人

が
、
明
確
に

「獅
子
」
を

「ラ
イ

オ
ン
」
だ
と
認
識
し
た
の
は
、
近

年
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。
想
像
上
の

動
物

「獅
子
」
は
、
「し
し
」
と

読
ん
で
、
漢
字
で
は

「鹿
」
と
書

く
地
方
が
沢
山
あ
り
ま
す
。
今
で

も
生
活
の
中
で

「し
し
」
は
、
猪

で
あ
り
ま
す
。
勇
猛
果
敢
で
あ
り
、

自
然
と
の
、
な
り
わ
い
の
中
で
の

存
在
動
物
を
、
「し
し
」
だ
と
し

て
敬
い
表
現
す
る
動
作
が
、
伝
統

芸
能
に
は
沢
山
登
場
し
て
ま
い
り

ま
す
。

●

遠
く
オ
リ
エ
ン
ト
に
源
を
発
す

る
獅
子
舞
。
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
を
経

て
、
或
い
は
海
の
道
を
経
て
私
達

に
伝
え
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
獅
子

舞
。
気
高
く
、
風
の
立
つ
ラ
イ
オ

ン
で
あ
り
た
い
と
、
混
迷
す
る
こ

の
時
代
を
生
き
る
私
達
に
、
獅
子

は
語
り
か
け
て
い
ま
す
。

I士 ‐
言r

γプマ1マ
ヨ]

単位 :千 円 )

注 :平成 ¬5年度決算見込みであり、今後決算整理によ り

変動することがあります。

′ヾ
●

●

・横町・湧水館線道路整備事業・……3,000
。社倉 。水迫線道路整備事業………8,000
。天神 。前原線道路整備事業………2,000

・色見環状線道路整備事業……・……1,800
。中川原線道路整備事業……………・1,100
。下町 。昭和 2号線道路整備事業・…2,000

。下町住宅建設事業…………・……・…5,565
。高森中学校プール建設事業…1億 4,150
。高森中学校プール上屋建設事業・…7,350

金は、単年度の財源では対応できない

`ニ
ス

1」 ノ 害の発生、町財政を取

勢 の 等 に 立てています。

万 円

万 円

万 円

万 円

万 円

万 円

万 円

万 円

万 円

積立金の状況は、

予備費

災害復旧費
2,426千 円 (01%)

11,000千 円 (03%)
議会費
86,370千 円 (2_0%)

消防費
147,947千 円 (34%)

162,994千 円 (3.7%)

1,007千 円 (00%)

高
森
町
伝
統
芸
能
連
絡
協
議
会
会
長
　
十
↑
　

田

　

研
・

一

平成 14年度末残高 6,502,223

平成 15年度借入額 696,400

平成 15年度中償還額 650,241

平成 15年度末現在高 6,548,382

金  額

594,933財政調整基金

減債基金 1,976

その他特定目的基金 1,475,986

簡易水道事業基金 628,060

国民健康保険特別会計基金 156,887

高額療養費貸付基金 4,159

合 計 2,862,001

歳  出
4,366,000=F・ 円

(100%) 民生費
865,120千 円
(19.8%)

345,354=FFl

(7.9%)

公債費
894,923千 円
(20.5%)

【公 債 費】

【民 生 費】

【総 務 費】

【教 育 費】

【土 木 費】

【農林水産業費】

【衛 生 費】

【商 工 費】

【消  防 費】

【議 会 費】

町の借金 (町債)を返済する経費です。

町民の皆さんの福祉向上のために使われる

経費です。

町の行政、財産、選挙、企画、税の徴収、

窓口業務などの経費です。

学校教育や生涯学習などに使われる経費で

す。

道路や橋、河川、公営住宅などの整備に使

われる経費です。

農林業の振興のために使われる経費です。

町民の皆さんが健康にして衛生的な生活環

境を保持するために使われる経費です。

商工、観光の振興に使われる経費です。

消防組合への負担金や消防団活動、防火水

槽などの整備に使われる経費です。

議会運営のための経費です。
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`111,Lrl■

1高森中学校プ

区  分

(91%)

土木費 ・ ・―

398,048■■

教育費
586,290千円
1034%)

徘 |:



小中学校の

新しい先生紹介

よちしC
餞輌 し

史芸

分
な
し
　
新
人
王
も
狙
わ
し
ゅ
う

気
は
持
ち
よ
う
　
下
馬
評
に
意
地
見
せ
て
や
れ

自
転
車
で
　
ち
ょ
っ
と
見
に
行
く
母
の
顔

草
萌
え
て
　
農
機
の
整
備
は
じ
め
ら
す

又
逢
う
日
ま
で
　
う
ん
と
充
電
し
と
き
ま
す

あ
き
ら
め
て
　
納
戸
の
隅
で
泣
き
寝
入
り

申
し
分
な
し
　
米
も
野
菜
も
無
農
薬

草
萌
え
て
　
体
の
疼
き
聞
く
ご
た
る

自
転
車
で
　
小
回
り
の
利
く
月
忌
詣
り

あ
き
ら
め
て
　
今
晩
も
や
け
酒
か
い
た

申
し
分
な
し
　
繕
い
物
も
上
手
ァ
も
ん

POETRY PAGE
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●  ″0

●  ●

田
上
黙
公
子

渡
辺
　
雲
海

岡
本
　
琴
司

後
藤
　
愛
子

佐
楢
見
乱
坊

松
野
　
笑
声

後
藤
　
信
子

馬
原
　
馬
笑

堀
田
　
蘇
仙

上
井
加
根
女

佐
伯
　
文
を

桐
原
　
白
酔

草
萌
え
て
　
小
鳥
の
声
も
弾
ん
ど
る

又
逢
う
日
ま
で
　
イ
ラ
ク
の
土
に
な
ら
ん
ご
つ

自
転
車
で
　
戦
友
の
墓
尋
ね
さ
す

草
萌
え
て
　
足
の
捗
る
遍
路
笠

最
後
に
は
両
膝
つ
い
て
草
を
取
る

い
つ
の
ま
に
花
は
葉
と
な
り
春
は
逝
く

も
の
ゝ
芽
に
心
く
ば
り
て
草
取
り
ぬ

昼
飩
に
も
別
れ
を
惜
し
む
花
吹
雪

花
満
ち
て
ナ
ー
ス
の
声
の
響
き
け
り

廃
校
跡
幾
千
知
る
や
山
桜

佐
藤
　
重
信

松
山
キ
ヨ
子

林
　
　
不
忘

浦
塚
　
南
天

甲
斐
　
康
利

甲
斐
し
ず
子

甲
斐
し
ず
枝

熊
谷
　
つ
子

野
尻
　
里
女

野
尻
　
美
穂

/ 1

〉国民年全だよりく|
◆学生納付特例制度の

受付が始まりました

●「学生納付特例制度」 って ?
この制度は 「申請をし承認されることに

より、20歳以上の学生については、国民

年金の保険料納付が卒業まで猶予される」

というものです。 (た だし、毎年度申請が

必要です )

現在の日本では、20歳以上のすべての

人が、国民年金に加入することになってい

ます。学生も例外ではありません。しかし、

学生は一般的に収入が少なく、保険料を自

分で納めることは困難です。経済的負担を

考慮し、学生向けの特例制度が設けられて

います。

●誰で も申請できるの ?
「学生納付特例」を受けるには、「学生本

人の前年の所得が 68万 円 (扶養親族等の

いない場合、給与収入で 133万 円)以下で

ある」ことが条件です。

しかし、「学生納付特例」を受けた期間は、

将来老齢基礎年金を受けるための資格期間

には含まれますが、受け取る年金額の計算

には算入されません。

10年以内ならば、追納することができ

ますので、卒業後追納するようにしましょ

う。年金額を満額へ近づけることができま

す。

●万―の ときには…

「学生納付特例」を受けている人は、在

学中の万一の事故や病気で障害が残ってし

まった場合、障害基礎年金を受給すること

ができます。「学生納付特例」の申請をせず、

保険料を未納にした場合は、障害基礎年金

を受けることはできません。

お問い合わせ先 住民生活課国民年金係

TEL 62-1111(内 線 132)

多田隈 保

④前任校の満願寺小学校では、

業に携わり、充実 した 2年間を送 りま

した。本校も同様に来年度統合という

ことで、経験を生か し微力ながら、子

どもたちの成長 と幸福を願って、精一

杯努力していきます。

た だ くまたもつ

Ｃ
教
頭

②
満
願
寺
小
学
校

③
旅
行

（電
車
）
、

温
泉
め
ぐ
り

儡
熙
鷹
圃鋳

④熊本市の学校より、自然豊かなこの高

森の地に赴任し、予想以上の自然の雄大さ

と地域の方々の暖かさに感激しています。

自然に学び、地域に学び、子どもに学ぶ、

をモットーに、子どもたちの成長のお手伝

いをしていきたいと思っています。

鰺
魃
麒
回

“
宏

ら
手
１

む
〓末
“

い
岩

あ き

①
教
諭

②
託
麻
東
小
学
校

③
釣
り
、
ス
キ
ー

井上 み どり

・■●_

1圏□
④一心行の大桜から、次は千本桜のき

れいな地に転勤し、33名 の元気いっぱ

いの4年生に出会い、充実した毎日です。

子どもたちの輝く瞳とパワーに負けな

いように頑張りたいと思います。

いのうえ

①
教
諭

②
中
松
小
学
校

③
押
し
花
、
土
い
じ

り
、
卓
球

‐重=す ヽ .

E畷□
④素晴らしい自然と人情にあふれる高

森町に赴任でき、大変うれしく思って

います。早く地域の方々とも親しみた

いと思います。

きたはら みつひろ

北原 光弘
０
校
長

②
大
道
小
学
校

０
バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ

ン
グ
、
自
然
観
察

.._■―・.

・ |・
・

④今年の 3月 に大学を卒業し、

教壇に立つことになりました。

たち と毎 日を過 ごしていくなかで、 と

もに学び、成長 していけたらと思 いま

す。若 さという武器 を生かして、一生

懸命頑張 ります。

贅
鼈
瞑
回は「

Ｃ
講
師

②
な
し

③
ス
ポ
ー
ツ
、
旅
行

き
樹

ぅ
■
日

ゆ
与
つ

の
野

が
」ヽト

な
〓
Ｚ

みやはら と し こ

①
主
任
学
栄

②
阿
蘇
中
学
校

（̈
）一訊
童
自

宮原 登志子

■■|

1藍□
④高森町に戻 り、心新たに頑張ってい

きます。 目標は「子どもたちが心待ち

にしてくれる安全でおいしく楽しい給

食」です。

たのうえ としあき

田上 利昭
①
教
頭

②
南
小
国
中
学
校

③
ジ
ョ
ギ
ン
グ

④高森町出身ですが、本町勤務は初め

てになりますので、多少緊張していま

す。児童・保護者・地域の方々の実態

に応 じ、これまでの経験を生かしなが

ら、充実した学校生活を送 りたいと思

います。

もり あ ‐す か

ヨ

ヨ

革
鱚ヽ
鶉
部
回

Ｃ
養
護
助
教
諭

②
満
願
寺
小
学
校

０
ド
ラ
イ
ブ

森 朝日香

④食べ歩きが大好きです。高森町にも

たくさんお店があるので、早く覚えた

いと思います。お薦めのお店があった

ら教えてください。笑顔いっぱいで頑

張っていきます。

睾
奉
鶉
訃
圃

①
教
頭

②
大
津
小
学
校

③
観
劇
、
日
曜
大
工

す オ, たかひで

諏訪 孝英

④校区を回つてみて、大自然に囲まれ

た草部南部小学校がとても好きになり

ました。趣味として劇を見るのもやる
のも大好きですので、35名 の元気な

子どもたちと一緒にやれたらいいなと

思っています。

①
教
諭

②
菅
尾
小
学
校

③
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
、
読
書
、
洗
車

お ばら ひさゆき

小原 久幸

④子どもたちはもちろん、地域の方々

とも、一日も早く顔見知りになれるよ

う、フレッシュな気持ちで頑張ります。

肥

　

後

　

狂

・
句

　

　

　

皐

月

　

（阿
蘇
御
神
火
会
）

（野
尻
あ
け
び
句
会
）

卜
Ｅ
Ｉ
　

　

　

　

　

　

　

■

Ｊ

相

レ
　

　

　

有

教職員異動

あ

き
ら

め
て
　
指
吸
わ
ぶ

っ
て
眠
る
孫

莉
嚇ｒ
・

薪
》
短

EE=□

EE目□

掲載は順不同です。

上から下に見てください。

学校ごとに色分けしています。

① 職名
②前任校名
③趣味・特技など
④ 自己紹介・抱負・あいさつ

8
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消
費
税
が
変
わ
り
ま
し
た

消
費
税
法
の

一
部
が
改
正
さ
れ
、
本
年
４
月
１
日
か
ら

適
用
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

改
正
及
び
新
た
に
適
用
さ
れ
る
主
な
も
の
は
次
の
と
お

り
で
す
。

①
総
額
表
示
の
義
務
付
け

②
事
業
者
免
税
点
の
引
下
げ

（現
行
３
千
万
円
↓
１
千
万
円
）

③
簡
易
課
税
制
度
の
適
用
上
限
の
引
下
げ

（現
行
２
億
円
↓

５
千
万
円
）

①
に
つ
い
て
は
、
課
税
事
業
者
が
消
費
者
に
対
し
て
、
値

札
や
チ
ラ
シ
あ
る
い
は
カ
タ
ロ
グ
な
ど
に
よ
っ
て
、
商
品
や

サ
ー
ビ
ス
等
の
価
格
を
あ
ら
か
じ
め
表
示
す
る
場
合
に
は
、

消
費
税
額

（地
方
消
費
税
額
を
含
む
）
を
含
め
た
支
払
総
額

の
表
示
を
行
う
こ
と
を
義
務
付
け
た
も
の
で
、
本
年
４
月
１

日
か
ら
適
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

②
及
び
③
に
つ
い
て
は
、
本
年
４
月
１
日
以
降
開
始
す
る

課
税
期
間
か
ら
適
用
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
し
た
が
つ

て
、
個
人
事
業
者
は
平
成
１７
年
分
か
ら
、
事
業
年
度
が
１
年

で
あ
る
法
人
に
つ
い
て
は
平
成
１７
年
３
月
末
決
算
分
か
ら
適

用
さ
れ
ま
す
。

税
に
つ
い
て
、
お
分
か
り
に
な
ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
　
・

た
ら
、
阿
蘇
税
務
署
や
税
務
相
談
室
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。
　

一

阿
蘇
税
務
署
　
ＴＥＬ
０
９
６
７
‐２
２
‐０
５
５
１

税
務
相
談
室
　
ＴＥＬ
０
９
６
７
‐２
２
‐０
５
５
９

平
成
１６
年
度
警
察
職
員
採
用

試
験
の
お
知
ら
せ

も
し
も
マ
ム
シ
に
か
ま
れ
た
ら

●  ●

●   ●

◎
も
し
も
、
マ
ム
シ
に
か
ま
れ
た
場
合

☆
マ
ム
シ
か
ら
離
れ
る
。

☆
か
ま
れ
た
人
を
安
静
に
す
る
。

☆
石
け
ん
と
水
で
か
ま
れ
た
と
こ
ろ
を
や
さ
し
く
洗
う
。

☆
吸
引
器
が
あ
れ
ば
吸
引
す
る
。

☆
直
ち
に
医
療
機
関
を
探
す
。
（も
っ
と
も
大
切
で
す
）

☆
自
分
た
ち
で
搬
送
で
き
な
い
と
き
は
救
急
車
を
呼
び
ま
し
ょ
う
。

（１
１
９
番
で
す
）

◎
か
ま
れ
た
場
合

の
症
状

☆
か
ま
れ
た
と
こ
ろ
に
強
烈
な
痛
み
が
あ
り
ま
す
。

☆
２
つ
の
小
さ
な
穴
状
の
傷
が
で
き
ま
す
。
（１
つ
の
場
合
も
あ
り

ま
す
）

☆
５
分
以
内
に
腫
れ
が
出
現
し
ま
す
。

☆
６
～
１０
時
間
で
皮
膚
の
色
が
変
化
し
て
き
ま
す
。

☆
ひ
ど
い
場
合
、
吐
き
気
や
嘔
吐
、
発
汗
が
あ
り
ま
す
。

※
注
意
事
項

☆
口
で
吸
い
取
ら
な
い
。

★
切
開
は
し
な
い
。

★
冷
や
し
た
り
、
氷
を
当
て
る
の
は
毒
蛇
に
は
効
か
な
い
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

南
部
管
内

マ
ム
シ
血
清
所
有
医
療
機
関

○
立
野
病
院

（長
陽
村
）

○
後
藤
医
院

（長
陽
村
）

○
蘇
陽
病
院

（蘇
陽
町
）

○
中
村
医
院

（久
木
野
村
）

※
高
森
町
役
場
に
も
血
清
を
備
え
付
け

て
お
り
、
町
内

の
各

医
院

で
注
射
を
受
け
る

こ
と
が

で
き
ま
す
。

阿
蘇
広
域
消
防
本
部

南
部
分
署
　
Ⅲ
６
２
‐
９
０
３
４

火
事

・
救
急

・
救
助
は
１
１
９
番

まるやま み
美ゆ

有
ま
真Ｉ

■

＝
ロ

ー
し

Ｊ

´

④昨年より、産 。育休に入られた道脇

先生に代わって、高森中学校の生徒の

健康をサポー トさせていただいていま

す。実は今年で 2年 目になります。今

年も笑顔で頑張りたいと思います。

①
養
護
助
教
諭

②
な
し

③
音
楽
鑑
賞

よしおか みち お

吉岡 道男

E詈□

④高森町への勤務は 3校 日、 しかし高

森中学校への勤務は初めてです。高森

中学校 185名の全校生徒の幸せを願っ

て先生方とともに全力で頑張っていき

ます。生徒たちに確かな存在感があり、

花のある潤いのある学校を目指します。

Ｃ
校
長

②
長
陽
中
学
校

③
ス
ポ
ー
ツ
、

花
を
育
て
る
こ
と

が

一
ヨ
ロ

革
部
圃

古賀 いずみ

④今年、北海道の大学を卒業し、地元

である熊本県に戻ってきました。草部

中学校で理科を受け持ちます。毎日精

一杯頑張ります。

①
講
師

②
な
し

③
の
ん
び
り

過
ご
す
こ
と

と たか かつとし

斗高 克敏

④南阿蘇の自然豊かな高森に赴任でき

たことを大変喜んでいます。出身は蘇

陽町です。私の好きな言葉の 1つ に「夢

実現」という言葉があります。子ども

たちとともに、大きな「夢」実現へ向

け頑張りたいと思います。

Ｃ
教
諭

②
阿
蘇
北
中
学
校

③
ド
ラ
イ
ブ

一
ヨ
ロ

鰈
奉
回

うり う だ  み /c

瓜生田 美恵

④ l年ぶ りに高森町に帰ってきまし

た。草部中学校にとって大切な 1年間、

勤めることができ、うれしく思ってい

ます。阿蘇町からの通勤で不安もあり

ますが、頑張りたいと思っています。

①
養
護
助
教
諭

②
星
和
小
学
校

③
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

い  み な ほ

井 美奈帆

E避□

④教科は英語を教えています。素直で

元気な子どもが多く、おいしい食べ物

もたくさんあると聞いています。慣れ

ない峠越えで疲れた表情をしていると

きもあるかと思いますが、気軽に声を

かけてください。

①
教
諭

②

一
の
宮
中
学
校

③

シ

ョ
ッ
ピ

ン
グ
、

テ
ニ
ス

高
森
京
団④今年の 3月 に日本女子体育大学を卒

業し、保健体育の講師として高森東中

学校に赴任することになりました。期

待と不安でいっぱいですが、一生懸命

頑張っていきたいと思います。

き
希

ま
麻

た
田

絆
宮

①
講
師

②
な
し

③
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

まえかわ まさひろ

前川 正裕

④御船町の自宅か ら片道 50 km強 の道

の りを約 1時間かけて通勤 していま

す。清水峠か らの眺めが好きで、清和

村から峠を越えて高森町によく遊びに

来ていました。長距離通勤は大変です

が、頑張りたいと思っています。

1賢□

Ｃ
事
務
主
任

②
上
野
小
学
校

③
特
に
あ
り
ま
せ
ん

||

役場の

新しい
Ｌ　　・

ヽ
ギ■

イ
ノ紹一員職

せりぐち たかなお   .

芹口 孝直 |
S51.7.15生   |
(色見・小倉原)|‐

趣味・特技は  ||

テニス、    ||
ドライブ   ~|

税務課

固定資産税係

まだわか らないことばか りです

が、いろいろな方に助けられながら

毎 日を送っています。住民の皆さん

のため一生懸命に頑張 りますので、

よろしくお願いします。

ま 1■ ら

馬原 孝平

保健福祉課

S54.4.10生

(高森・上町)

趣味・特技は

映画鑑賞、

フットサル

保健推進係

いろいろと至 らない点もあるか

と思いますが、一 日も早 く皆さん

のお役に立てる人間になれるよう、

一生懸命頑張っていきたいと思い

ますので、よろしくお願いします。

高木 尚佳

S51.10.22生

(高森・昭和 )

趣味・特技は

ドライブ、

バスケットボール
保健福祉課

保健推進係

まだわからないことばかりで、周り

の方に教えてもらいながら仕事をして

います。保健師として、住民の皆さん

のお役に立てるよう一生懸命頑張りま

すので、よろしくお願いします。

受験申込書の

配付 開始 日

4/28(水 )か ら

配付開始

受 付 期 間

7/1(木 )か ら

配付開始

8/16(月 )～
8/27 (`さ )

4/28(水 )か ら

配付開始

5/17(月 )～
5/28 (金 )

7/1(木 )か ら

配付開始

8/16(月 )～
8/27 (16≧ )

試  験  日 7/11(日 )

5/17(月 )～
5/28 (`金 :)

9/26(日 )

試  験  地 熊本・東京

10/10 (日 )

熊本・八代・本渡

6/27(日 )

熊本・東京 熊本・八代・本渡

受 験 資 格

S4742以 降 に生 ま

れた方で4年制大学

卒業又は見込みの

方

武道指導 について
は、上記に加え柔道

又は剣道の3段以上
の段位を取得 して
いる方

S524.2～ S6241生
で警察官 Aの 学歴

要件以外の方

武道指導 につ いて

は、上記に加え柔道
又は剣道の2段以上
の段位 を取得 して
いる方

以下①②のいずれ
かの要件を満たす
方

①S50.4.2～ S58.4.1

生の方

②S5842以 降 に生

まれた方で4年制
大学卒業又 は見

込みの方 (性別不

問)

S58.4.2～ S62.4.1生

の方
ただ し、4年制大学
卒業又は見込みの

方は受験できませ

ん。

(性別不問)

問い合わせ先
熊本県警察本部警務課採用係

熊本県人事委員会事務局

高 森 警 察 署 総 務 課

TEL 096-381-0110(内 線 2643)

TEL 096-383-1111(内 線 6834)

TEL 62-0110(内 線 211/212)

男性・女性・武道指導区    分
警察事務

男性・女性・武道指導

警察官 B警察官A職    種

知

っ
て
お
き
た
い

情

報

こ
ち
ら
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ロ

嗜新
し
い
」駐
在
嘱
託
員
さ
ん
で
す

年

間

お
世
話
に

な
り
ま
す

人権警咤
ひょう しょう   かい

・こ、
の
肌
分

て

ブ
】
当
じ
自

し

。
フ
は本
　
だヽ出

け
つ力
“
ズ
式訃

ど
個動
か対
が
出虜

こ
坊月
うに

―ヽ
』
一

し脳
〔池
一訓
政
”

を

ば

ヽ
た

を

ｊ

れ

た

の

と

か

け

ま

そ

こ

な‐こ何

な

。

。
な

は

ら

ん

ん

う

焼
権

か

せ

せ

よ

」
人
わ
分

ま

ま

の

の

が

り

れ
つぎ次

」
身
協
権

か

ま

た

じ
自
」
人
わ
分
う
生

れ

軌
分

の

は

ンが

ら

，

し
自
」
身

み
漏
感

え

う
く

ｒ
じ
自
」
痛
ｒ
共
⇔
加

よ

ず
Ｍ
分

の
さ
と

に

し

ま
じ
自
“
別

り
』
身

ま

さ
差
い
怒
じ
自

み

じん けん

《人権を理解するために
しなければならないことは》

。いじめられたこと
なか ま

・仲間はずれにされたこと
きず

・プライドを傷つけられたこと

・△△のくせに、と言われたこと

・容姿のことを言われたこと
れい  すこ

このように例を少しだけあげましたが、これらはみん
さべつ          じんけん  たいせつ    にんしき    じぶん  じんけん

な差別なのです。人権の大切さを認識し、自分の人権の

大切さを思えヤよ 他の人の人権の大切さも分かるはずで
き べつ  |｀た    わ            おも

す。そうすれヤま 差別の痛みも分かってくると思います。
どうわ もんだい                       さべっ  ただ    し

同和問題をはじめとするさまざまな差別も正しく知れ
さ べつ い しき あやま    ち しき  ふる かんが           ふ ごう り

ヤよ 差別意識が誤った知識や古い考えにもとづく不合理
オフ

なものであることが分かります。
しゃかい            ひと  たいせ )́        じゃかい

わたしたちの社会は、すべての人が大切にされる社会
いっ ぱ  もと

でなければなりません。あなたのその一歩が求められて

います。

◎ごめんねと 勇気を出して 仲直り

高森中央小学校 楢木野 友 哉

◎一人でね 考えこまず いっしょにね

高森中央小学校 後 藤 文 香

◎けんかをしても やっぱり 友だちでいたい

高森中央小学校 後 藤 早 稀

◎差別すると自分もいやな気持ちになる

仲良くすれば心もすっきりするだろう

高森中央小学校 後 藤

◎やめようよ 人にいじわる ぜったいに

高森中央小学校 住 吉 光 樹

(第 6回高森町人権啓発フェスティバル啓発標語の中から)

●  」●

【上段左から】岩下忠春(河原 1)、 自石福男(河原 2)、 古庄謙―(菅山)、 河崎啓蔵(横町)、 佐藤次信(草部 )、 荒牧長昭(旭

通)、 楢本野孝一 (中原 )、 岩下敬公 (色見 2)、 後藤美行 (尾下 2)、 田上更生 (尾下 1)

【中段左から】塚本保慮 下町)、 山室昭― (色見 1)、 渡邊成寅 (上在 )、 井上敬雄 (矢津田)、 勝本英雄 (小倉原 )、

佐藤文利 (前原 )、 今村和雄 (昭和)、 後藤政藤 (水野原 )、 溜法」靖人 (上町)、 工藤明善 (下切 )

【下段左から】瀬井公正 (野尻 2)、津留潮 (津留)、佐藤文男 (冬野)、本田貴一郎 (村山)、 後藤患男 (洗川。大村)、後藤満 (天

神)、 城井行光 (野尻 1)、 下田巖 (森 )、 後藤進昭 (芹□)、 石原一二 (津留 1)、 興椙武春 (津留 2)、 二子石幸治 (中 )

本
町
の
駐
在
嘱
託
員
さ
ん
は
３２

名
で
す
。
町
か
ら
の
回
覧
文
書
等

に
よ
る
連
絡
を
伝
え
て
い
た
だ
い

た
り
、
町

へ
の
提
出
文
書
を
取
り

ま
と
め
て
い
た
だ
い
た
り
と
行
政

上
の
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

ま
た
、
地
区
の
ま
と
め
役
と
し

て
も
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

住
民
の
み
な
さ
ま
方
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。今

回
勇
退
さ
れ
た
方
々
は
次
の
と
お

り
で
す
。
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

【敬
称
略
】

田
上
安
盛

（村
山
）
、
津
留
寅

一
（昭
和
）
、

宮
内
戚
“県
一
（横
町
）
、
勝
本
忠
雄

（小

倉
原
）
、
本
田
孝
顕

（色
見
１
）
、
岩
下

仁
士

（色
見
２
）、
甲
斐
農
武
忠

（草
部
）
、

草
村
利
民

（芹
□
）
、
穴
見
毅

（永
野
原
）、

古
賀
光
雄

（中
）
、
本
田
英
明

（矢
津
田
）、

甲
斐
康
利
（津
留
１
）
、
瀬
井
政
人

（津

留
２
）
、
戸
高
秋
男

（尾
下
１
）
、
瀬
井

幸
荻

（尾
下
２
）
、
後
藤
昭
敏
（河
原
１
）、

自
石
吉
勝

（河
原
２
）

葵

高森町シルバー人材センターイ彗目班墓生L
― ⌒ ″ ⌒

●   ●

高森町シルバー人材センター (宇藤良夫会長)では、
60歳以上の健康で働 く意欲がある会員を募集 しています。

○シルバー人材センターとは

公益的、公共的な団体で、自主的な会員組織です。会員は自分たちで役員を選び、組織や事業の運営に

参画します。

○申込方法

シルバー人材センターの趣旨に賛同して入会説明を受

け、入会申込書を提出する。 (理事会の承認要)

○主な仕事
・湧水 トンネル入園料の収納事務  ・高森駅清掃  。草刈
。草取り 。その他の事業

(皆さんから大変喜ばれています)

塚お問い合わせ先 :

高森町シルバー人材センター事務局 (芙蓉館内)

TEL 62-2158

115 TAKAMORI TOWN-2004.05

知 ってますか ?私たち頑 張 ってます !

社
倉
・蔵
地
線
竣
工

大
字
野
尻
の
蔵
地
か
ら
草

部
北
部
を
経
由
し
て
南
部
の

社
倉
を
結
ぶ
基
幹
道
路

「社

倉

・
蔵
地
線
」
が
、
４
月
９

日
供
用
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
草
部
北
部
地

区
だ
け
で
な
く
、
野
尻

・
津

留
地
区
か
ら
も
、
物
産
館
や

草
部
出
張
所
、
ま
た
高
森
方

面

へ
の
交
通
体
系
が
格
段
に

改
善
さ
れ
、
地
域
住
民
の
皆

さ
ん
の
産
業
振
興
、
生
活
基

盤
の
安
定
に
大
き
く
期
待
で

き
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

携
帯
電
話
施
設
整
備
工
事
完
了

大
字
野
尻
の
蔵
地
に
整
備
し
て
い
た
移
動
通
信

（携
帯
電
話
）
用

鉄
塔
施
設
が
完
成
し
、
３
月
３１
日
か
ら
通
信
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
大
字
津
留
。大
字
野
尻
。大
字
尾
下
地
域
の
う
ち
、

地
形
の
関
係
上
電
波
障
害
の
あ
る

一
部
の
地
域
を
除
い
て
不
通
地

域
の
解
消
が
図
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
今
後
情
報
通
信
環
境
が
飛

躍
的
に
改
善
さ
れ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
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ひじきど飯
□材料 (4人分 )

ご飯 600g、 ひじき大
さじ 2、 ちりめんじゃ
こ大さじ 2、 にんじん
40g、 サ ラダ油小さ
じ 2、 だし汁 1カ ップ、
みりん小さじ 2、 濃口
しょうゆ大さじ2

□作り方
①ひじきは水で戻し水気をきる。ちりめんじゃこ

は熱湯をかけて塩抜きする。にんじんは皮をむ
いて 3セ ンチのせん切りにする。

②鍋にサラダ油を熱し、①を炒め、だし汁、みりん、

濃回しょうゆを加え汁気がなくなるまで煮る。

③熱いご飯に②をさっくり混ぜ、器に盛りつける。

〃
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〇 生活を見直そう!

健康な食生活の基本は、バランスよく栄養素を

とることです。そのためには肉、魚、野菜、穀類、

豆類などいろいろなものを食べましょう。井物や

一品料理ではカロリーは満たされていても、体に

必要な栄養素が欠けてしまいます。このような食

生活を続けていると脂肪や塩分の摂り過ぎとなり、

生活習慣病を招いてしまいます。

献立のコツ

・和食、洋食、中華とメニューに変化をつける。
。主菜を考えて、副菜や汁ものを合わせる。

保
健
師
か
ら
あ
な
た

へ
の

脇
偏
．健
康
日
本
２１

カ

Ｔ

Ｗ
Ｈ
Ｏ
（世
界
保
健
機
構
）
に
よ
り
、
２
０
０
３
年
度
平

均
寿
命
・健
康
寿
命
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

平
均
寿
命
　
男
７８
・４
歳
　
女
８５
・３
歳

健
康
寿
命
　
男
７２
・３
歳
　
女
７７
・７
歳

日
本
は
世
界
有
数
の
長
寿
国
と
な

っ
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
平
均
寿
命
と
健
康
寿
命
の
年
齢
差
が
示
す
よ
う
に
、
６

～
８
年
は
生
活
習
慣
病
や
こ
れ
に
伴
う
痴
果
や
寝
た
き
り

な
ど
の
要
介
護
状
態
に
な

っ
て
し
ま
う
人
が
増
加
し
て
い

ま
す
。

そ
こ
で
、
健
康
日
本
２１
で
は
「す
べ
て
の
国
民
が
健
や
か

で
心
豊
か
に
生
活
で
き
る
活
力
あ
る
社
会
」
の
実
現
を
目

指
し
、

①
早
世
（早
死
）
の
予
防

②
健
康
寿
命
の
延
伸

③
医
療
費
の
軽
減

を
目
標
に
掲
げ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
こ
の
こ
と
を
展
開
す
る
た
め
に
、
食
生
活
や
運

動
習
慣
と
深
く
関
わ
り
の
あ
る
生
活
習
慣
病
を
予
防
す
る

こ
と
が
重
要
課
題
と
な

っ
て
い
ま
す
。

◆
健
診
を
活
か
し
ま
し
よ
う

初
期
の
生
活
習
慣
病
は
自
覚
症
状
が
な
く
、
健
診
を

受
け
て
は
じ
め
て
気
づ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
生
活
習

慣
病
の
中
で
も
特
に
、
糖
尿
病

。
循
環
器
疾
患
を
防
ぐ

●

農
業
委
員
の
仕
事
は
、
公
正

な
立
場
で
農
地
の
売
買
や
賃
貸

借
の
設
定
を
は
じ
め
転
用
の
許

可
、
農
地
の
斡
旋
、
農
地

の
紛

争
防
止
、
和
解
仲
介
、
標
準
小

作
料
の
決
定
等
や
農
業
者
年
金

の
相
談

・
加
入
増
進
、
認
定
農

業
者
等
農
業
担
い
手
の
育
成
業

務
な
ど
、
町
の
農
業
施
策
の
中

心
的
役
割
を
担
う
も
の
で
す
。

町
の
農
業
振
興
面
で
大
い
に

活
躍
を
さ
れ
て
ま
す
。
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
今
回
勇
退
さ
れ
た
方
々
は
次

の
と
お
り
で
す
。
今
後
と
も
町
農
業
発

展
の
た
め
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

【敬
称
略
】

田
上
克
博

（高
森
）、住
吉
國
源

（色
見
）
、

楢
本
野
孝

一
（上
色
見
）、
工
藤
祝
男
（芹

□

・
菅
山
）、
本
田
信
夫

（中

・
矢
津

田
）、
栗
焼
章
聖

（野
尻
）、
甲
斐
誠
也

（尾
下
）、
吉
良
山
慶
巳

（河
原
）、
三

森
義
高

（議
会
推
薦
）、
荒
牧
幸
代

（議

会
推
薦
）
、
二
子
石
多
恵

（議
会
推
薦
）

こ
と
が
脳
血
管
疾
患

（脳
梗
塞

。
脳
出
血
）
、
心
筋
梗
塞
、

腎
不
全
な
ど
生
命
や
生
活
に
影
響
を
及
ぼ
す
重
篤
な
病

気
の
発
症
を
防
ぐ
こ
と
に
な
り
ま
す
。

健
診
結
果
を
見
る
と
、
肥
満

。
高
血
糖

。
高
血
圧

。

高
脂
血
症
と
い
っ
た
所
見
か
ら
進
行
状
況
を
予
測
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
さ
ら
に
注
目
さ
れ
て
い
る
尿
酸
値

か
ら
は
痛
風
と
い
う
病
気
が
診
断
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
ら

は
す
べ
て
血
管
を
傷
つ
け
動
脈
硬
化
を
引
き
起
こ
し
て

く
る
の
で
す
。
い
か
に
早
期
に
発
見
し
対
応
し
て
い
く

か
、
そ
の
ヒ
ン
ト
が
健
診
結
果
に
あ
り
ま
す
。

◆
健
診
体
制
が
変
わ
り
ま
す

昨
年
ま
で
、

５
月
…
…
…
乳

。
子
宮
が
ん
検
診

７
～
８
月
…
基
本
健
診
、
胸
部
検
診
、
胃

。
大
腸
が
ん

検
診

Ｈ
月
…
…
…
腹
部
超
音
波
検
診

を
実
施
し
て
い
ま
し
た
。

今
年
か
ら
、
複
数
の
健
診
を
受
け
や
す
く
す
る
た
め

に
、
７
～
８
月
に
基
本
健
診
、
胸
部
検
診
、
が
ん
検
診

（肺
・

胃

。
大
腸

。
乳

。
子
宮
）
、
超
音
波
検
診
を
ま
と
め
て
受

診
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
血
管
を
傷
つ

け
る
原
因
の

一
つ
で
あ
る
尿
酸
値
の
検
査
も
新
た
に
加

わ
り
ま
し
た
。

健
診
を
積
極
的
に
活
用
し
て
、
健
康
で
明
る
く
生
活

し
、
た
と
え
障
害
が
あ

っ

た
と
し
て
も
、
日
標
を

持
ち
自
分
ら
し
さ
を
大

切
に
し
な
が
ら
、
自
分

の
人
生
を

つ
く
り
あ
げ

て
い
く
健
康
づ
く
り
に

取
り
組
み
ま
し
よ
う
。

●  ●

●

⑭

① ② ③ ④ ⑤

①谷川洋(高森)、②二子石文雄(草部)、③小倉貴好(津留)、 ④佐藤幸雄(高

⑩ 森)、 ⑤甲斐富士郎 (永野原・下切)、 ⑥瀬丼義勝 (野尻)、 ⑦下田腋雄 (河

原)、 ③本田健一 (中・矢津田)、 ⑨冨永刀男 (芹□。菅山)、 ⑩本川一

徳 (色見)、 ○田上求 (高森)、 ⑫甲斐廣國(議会推薦)、 ⑬野尻進 (尾下)、

⑭草村征憲 (農協推薦)、 ⑮荒牧弘幸 (上色見)、 ⑩後藤英範 (議会推薦)

一
般
切
花
部
会
長
賞
を
受
賞

幸

野
　
古
７
治
さ
ん

（草
部
・灰
原
）

平
成
１５
年
度
全
国
花
き
品

評
会

で
、
本
町

の
幸
野
亨
治

さ
ん
が

一
般
切
花
部
会
長
賞

（銀
賞
）
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

ト
ル
コ
ギ
キ
ョ
ウ
の
セ
レ
モ

ニ
ー
ブ
ル
ー
フ
ラ
ッ
シ
ュ
と
い
う

品
種
で
入
賞
し
た
幸
野
さ
ん
は

「中
山
間
地
に
加
え
、昨
年
は
長

雨
や
冷
夏
と
い
う
厳
し
い
条
件

の
中
賞
を
取
る
こ
と
が
で
き
て

と
て
も
う
れ
し
い
。
農
業
を
取
り

巻
く
環
境
は
大
変
厳
し
い
が
、

ひ

ゃ
く

し

ょ
う

や
り
が
い
の
あ
る
百
笑
を
目
指

し
て
頑
張
り
た
い
」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。

熊
本
県
社
会
）獨
社
功
労
者
表
彰

福

永
　
紘

喜
さ
ん

〈高
森
・下
町
）

社
会
福
祉
の
向
上
に
熱
心
に

取
り
組
ん
で
い
る
方
々
に
授
与

さ
れ
る
熊
本
県
社
会
福
祉
功
労

者
表
彰
を
、
本
町
の
福
永
紘
喜

さ
ん
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

福
永
さ
ん
は
、
敬
老
会
に
毎

年
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
協
力

さ
れ
、
参
加
者

一
人
ひ
と
り
に

記
念
写
真
を
贈
ら
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
本
町
と
白
水
村
の

金
婚
夫
婦
表
彰
式
で
は
、
夫
婦

一
組
ず
つ
を
撮
影
し
無
料
で
贈

呈
。
お
年
寄
り
た
ち
か
ら
大
変

喜
ば
れ
て
い
ま
す
。
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■
み
な
さ
ん
の
ま
わ
り
の
身
近
な
話
題
や
で
き
ご
と
な
ど
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
企
画
財
政
課
企
画
係
　
脚
一６
２
‐
１
１
１
１
　
副
６
２
‐
１
１
７
４

春の乗馬スクール
ブルーグラスでは、 2泊 3日 の日程で春の乗馬ス

クールが行われました。 これは馬とのふれあいを目

的に、毎年春と夏に行われているもので、乗馬だけ

でな く、厩舎の掃除など馬の世話も体験 しました。

参加 した子どもたちは 「馬に乗ることができて、と

でも気持ちよかった。また参加したい」と好評でした。

桜まつり

今年も高森峠九十九曲が り自然公園 (千

本桜)で桜まつ りが開催され、近県か らの

バスツアーや家族連れなど大勢の花見客で

賑わいました。お花見広場では、前原仁田

神社の獅子舞や阿蘇琴友会高森教室の皆さ

んの大正琴が披露され、訪れた観光客を楽

しませていました。

自衛隊父兄会
ミニバレーボール大会

高森中学校体育館で開催 された 自衛隊

父兄会阿蘇地区女性部ふれあいミニバレー

ボール大会には、阿蘇郡内か ら22チーム

が参加。本町か らも 3チームが参加 し、他

町村の父兄会と親睦を深めていました。

摯

磯像篠
●  ●

01●

僻
高森保育園では 55周年を記念して、園の

シンボルになる 「からくり時計」が設置さ

れました。 これは玉野勢三さんが彫刻した

もので、音楽に合わせて子 どもたちが歌っ

て踊る大変かわいらしい時計です。音楽は

9時、12時、17時に流れます。

草部南部小学校
最後の入学式

草部南部小学校では、来年 4月 の学校統

合を前に最後の入学式が行われました。先

生や保護者、上級生が見守る中、会場に入

場する新 1年生 2人は少し緊張気味。しかし、

席に着き担任の先生から名前を呼ばれると

元気な声で返事をしていました。草部南部

小学校では最後の 1年 とな りますが、みん

なで盛り上げて有終の美を飾ってください。

春の観光シーズンを迎え、南阿蘇鉄道の トロッコ列車が運

行を開始し、高森駅で出発式が行われました。高森幼稚園児

らによるくす玉割 りの後、田上愛佳ちゃんと、阿蘇お猿の里・

猿まわし劇場の村崎新八さんと猿の勘平が出発を合図。約

60人の乗客を乗せ、ゆっくりと走り出しました。

町立保育園合同入園式
町立保育園合 同の入園

式が林業総合セ ンターで

行われ、今年は 6名 の新

入 園 児 が 入 園 しま した。

これは園児数減少に伴い、

昨年か ら実施 しているも

ので、 お父 さんやお母 さ

ん と一緒 に入場す る新入

園児 を、在園児等が拍手

で歓迎 していました。

高森保育園
からくり時計設置

聯
すみれフェスタ
2004

4月 4日 から 11日 まで休暇村南阿蘇を会

場に、すみれフェスタ 2004が 開催され

ました。最終日には、「すみれに捧げるコン

サー ト」も開かれ、はなしのぶコーラスの

皆さんや後藤亮子さん (高 森・横町)の歌

声に、集まった聴衆はうっとり。大きな拍

手が沸き起こっていました。
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